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宍道湖・中海の堆積物中の窒素およびCIN比分布について
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Distribution　of　Nitrogen　Contents　and　Carbon－Nitrogen　Ratios　in　tぬe　Bottom

　　　Sediments　ofthe　Coastal　Lakes　Shinjiko　and　Nakaumi，WestJapan
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Abstract

　　　This　paper　is　concemed　with七he（listribu七ion　and，probable　origin　of　nitrogen

contents　and　carbon－nitrogen　ratios　of　the　bottom　sediments　particularly　with

relation　to　the　grain－size。

1）The　ni七rogen　contents　in　Shinjiko　range　from　O。10to　O。34percent　and　the

　　average　is　O．20　percent　an（i　in　Nakaumi　from　O。07　to　O．76percen七　an（i　the

　　average　O。33percent．Comparing　ni七rogen　con七en七s　in　the　bottom　sediments

　　of　Shinjiko　and　Nakaumi，七he　lattefs　nitrogen　content　is　higher，its　range　is

　　wider　than　the　former’s，and　the　pattem　of　its　geographical　dis七ribution　is

　　more　complicated，

2）　Generally　a　finer　fraction　contains　more　nitrogen　than　a，coarser　fraction。Clay

　　fractions　contain　nitrogen　five　times七he　amoun七〇f　those　in　si1七fractions　a七

　　　Shinjiko　and　twice　amount　of　those　at　Nakaumi．

3）　The　distribution　of　the　nitrogen　contents　in　both　sil七and．clay　fra，ctions　a，nd，

　　the　ratios　of　those　in　both　frac七ions，N－cl／N－st，indicate　tha七nitrogen　in　sil七

　　fractions　is　decomposed　more　easily　in　oxidizing　condition　and　is　more　stable

　　　in　reducing　con（1ition，while　nitrogen　in　clay　fraction　is　less　stable　bo七h　in

　　　Oxi（1izing　an（l　redUCing　COn（ii七iOnS．

4）　There　are　positive　correla七ions　between　the　conten七s　of　ca，rbon　and　nitrogen

　　　in　the　bulk　and　silt　fractions　samples，but　there　is　no　correla七ion　between

　　　carbon　and　nitrogen　in　the　clay　fraction　samples。

5）　The　ra，nges　a，nd、avera，ges　of　ca，rbon－nitrogen　ra、tios　in　the　bulk　sa，mples　a，re

　　　almost　equal　in　the　both　lakes，mos七〇f　values　from8．O　to9．9excep七in　estuary

　　　areas　of　the　lakes　where　they　are　above12．9in　Shinjiko　an（110。6in　Nakaumi。

　　　The　nitrogen　contents　in　the　estuary　a，reas　of　the　lakes　are　higher　tha，n　those　in

　　　other　a，reas．　These　resu1七s　sugges七abou七the　origrin　of　orga，nic　materials　tha，七

　　　the　higher　values　in　the　estuary　areas　of　the　lakes　are　caused　by　terrigeneous

　　　plants　and　lower　values　in　other　areas　by・plankton．

要　　旨

宍道湖・中海の泥質堆積物中の窒素・c／N比分布な

らびに，それと堆積物の粒度との関連性を検討し，次の

ことが明らかにされた．原試料中の窒素については，宍

＊海洋地質部

道湖は低含有量，単純な分布，湖内での地域差が小さい

のに対し，中海は高含有量，複雑な分布，湖内での地域

差が大きい．フラクション別の窒素含有量は，細粒ほど

多く，粘土中の含有量はシルト中のそれの宍道湖は5倍，

中海は2倍である．フラクション別にみた窒素含有量と

N－cI／N－st比の各分布状態から，河口および比較的酸化
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的な環境下でのシルト中の有機物，粘土中の有機物の分

解速度の相違が認められる．窒素・炭素各含有量の関係

は，原試料およびシルトフラクション中では正の相関関

係を示すが，粘土フラクション中では相関性は認められ

ない．原試料のc／N比の分布状態は・河口域では陸源

性植物起源の有機物の，その他水域全般では湖内で生産

されたプランクトンのそれぞれ影響を示すものと思われ

る．

1．まえがき

　現在の水盆底の有機物分布の特徴を明らかにすること

は・堆積過程全般あるいは堆積環境を知る上に重要な手

掛りを与えるものであり，これまでに，堆積物中の有機

物については多くの研究があるが，一水域内での詳しい

分布状態が明らかにされている例は少ない．

　本州西部目本海沿岸の汽水湖宍道湖・中海については，

筆者を含む地質調査所の研究グループにより，堆積学的

総合研究が過去数年間にわたり行われ，広範な資料が蓄

積されてきた（水野ほか，19661水野ほか，1969など）。

　筆者は，特に堆積物中の有機物分布に関する研究の一

環として，両水域内の堆積物中の炭素・窒素分布ならび

にC／N比分布の詳細を明らかにし，それらのうち炭素

の分布についてはすでに報告した（小野・小野寺，1976）．

ここでは，窒素1）およびc／N比分布の特徴を明らかに

するとともに，これらと粒度との関連性を検討した結果

について報告する．

　宍道湖・中海の環境条件等は前報において詳述したの

で，ここでは省略する．

　研究に用いた試料は，エクマン・バージ採泥器によっ

て採取された表層の泥質堆積物で，それぞれ可能な限り

貝殼片を除去した風乾試料である．原試料について乾式

燃焼法（柳本MT－500型CHNコーダを使用）で窒素

の定量を行い，また，原試料をシルト・粘土各フラクシ

ョンに分離し，同じく上記の方法で窒素の定量を行っ

た．分析法の詳細については，すでに述べた通りである

（小野・小野寺，1976）．

　定量した試料数は，原試料で宍道湖23，中海67，フ

ラクション別では，宍道湖13，中海27である（第1
図）．

2．原試料中の窒素

第1表に両水域における原試料およびシルト・粘土各

フラクション中の窒素含有量を，炭素含有量・c／N比

とともに示し，第2図には原試料中の窒素含有量の水平

1）　こみ窒素は無機態窒素を含む全窒素である，
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分布を示す．

　窒素含有量の出現範囲は，宍道湖0・10－0・34％（23試

料平均0．20％）に対し，中海0．07－0，76％（67試料平

均0．33％）である．宍道湖では単純な地形を反映して，

河口近辺の低い値が目立つ程度であるが，中海では大小

の湾入部や島の存在による複雑な地形を反映して，変化

に富んだ分布を示している．

　詳細にみると，宍道湖では河口域を除いて全般的に

0．20－0．27％を示し，0．3％以上はわずかに湖央西部の一

部に限られている．斐伊川の河口沖では0．10－0．14％，

玉造川河口沖では0．11％のように，河口域ではいずれ

も低い値を示す．中海では高含有域として，大根島東岸

（最高値0。76％），大根島南岸・南西岸，および米子湾

入部（いずれもO．4％以上）があげられ，一方，低含有

域として，大根島北方（最低値0．07％）および大橋川・

意宇川河口付近（0・15－0・18％）カ§あげられる．

　水盆内のこのような地域的変動を別として，窒素含有
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試料番号前のS：宍道湖，N：中海

第1図　採　　泥　　点

量を他水域と比較すると，宍道湖での範囲・平均値は，い

ずれも博多湾・サロマ湖のそれにほぼ一致する．一方，

中海での範囲はより広く・平均値も博多湾・美保湾・有

明海など内湾はもとより，サロマ湖のそれよりも高い値

を示し，また，湖内での変動が大きいことが著しい特徴

である．

3・シルト・粘土各フラクション中の窒素

　シルトフラクショソ中の窒素量は，宍道湖では0．06－

0．14％（13試料平均0。11％），中海ではO，06－0．80％

（26試料平均0．28％）である．中海は宍道湖と比べる

と，窒素量が高く，分布幅も宍道湖のO．08に対し，

O．74と10倍近く，湖内での変動が大きい，原試料の窒

素量と比べると，宍道湖は範囲が狭く平均値も非常に低

いのに対し・中海では範囲がやや広く平均値がやや低い

程度である．

　窒素量の水平分布をみると（第3図），宍道湖におい

ては河口域が低く，斐伊川河口で最低値0・06－O・07％，

玉造川河口沖がO．09％で，相対的に高いのは湖東端に

近い水域で0．14％，他は湖底平原部が0，10－O。13％

と中間の値を示す．中海においては，江島北西岸の

0．80％が極端に高いほか，大根島・江島中間の水道部

分一〇．55％，米子湾入部内のO．58％および0・42％等

が高い．一方，大根島北方一〇．06％が最低値で，大橋

川河ロ　ー0．12％，意宇川河ロ　ー0。16％，飯梨川河ロ

ー0．09％等，酸化環境の河口およびその付近が低いほ

か，大根島南東水深8m以深の中海最深部一〇．16％，

米子湾口部一〇・15％等還元環境域にも低い水域が認め

られる．

　粘土フラクション中の窒素量の出現範囲は・宍道湖で

O．20－0．88％（12試料平均0，57％），中海では0。26－

L13％（26試料平均0．58％）であり，シルトフラクシ

。ンの場合と異なり，両湖ほぼ同じレベルである．原試

料・シルトフラクションの場合と比べると，宍道湖では
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第1表原試料・シルト・粘土中の炭素・窒素含有量（％）とc／N比

　　　　　　　　　　　a，宍道湖

試料番号

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

12

14

16

20

29

33

37

38

39

44

53
54、

57

61

64

65

66

68

69

72

74

77

83

94

S155

　原　試　料
C　　　N c／N

1．46

1．63

1．72

1．36

2．14

1．99

1．78

2．02

1．67

1．84

1．71

1．98

1．04

1．79

1．86

1．82

1．77

2．11

2．50

1．93

1．91

2．14

1．87

0．11

0．21

0．20

0．17

0．27

0．22

0．14

0．18

0．20

0．26

0．19

0．21

0．13

0．12

0．10

0。14

0．18

0．23

0．34

0．26

0．20

0．24

0．21

13．4
7．9

8。5

7。9

8．0

9．0

12．9

11．5
8．4

7．2

8．8

9。6

7．8

14。7

18．2

12．9
9。8

9．4

7．4

7．3

9．7

9．0

8．8

　　シ　　ル　　ト

C　　　N c／N

0．92

1．21

1．36

0．65

0．71

1．40

1．41

1．30

1．58

1．25

1．60

1．12

1，34

0．09

0．10

0．13

0．14

0．06

0。07

0．13

0．11

0．12

0．11

0。13

0．10

0．10

10．2

12．1

10．5
4．6

11．8

20．0

10。8

11．8

13．2

11．4

12．3

11．2

13．4

C
粘

N
土

C／N

b．中 海

2．10

1．82

2．11

1．77

3．73

3．02

2．94

2．58

2．18

2．82

2．15

2．51

0。88

0．40

0，50

0．20

0．87

0．22

0．31

0．62

0．58

0．69

0．85

0．71

2．4

4．5

4．2

8．9

4．3

13．7

9．5

4．2

3．8

4．1

2．5

3．5

試料番号

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

3
4
5
13

19

20

21

23

27

28

29

30

31

34

36

37

38

39

　原　試　料
C　　　N C／N

2．28

2．94

2．45

2。51

2．62

2．36

3．05

2．71

3．11

3．98

3．05

2．39

0．91

3．99

4．79

3．89

3．58

2．69

0．27

0．26

0．29

0．27

0．25

0．26

0．34

0．28

0．25

0．37

0．32

0．26

0．16

0．41

0．56

0．41

0．47

0．22

8。3

11．4
8．5

9．2

10．3

9．0

8．9

9．6

11．1

10．7

9．6

9．3

5．8

9．8

8．5

9．4

7．6

12．2

　シ　　ル　　ト

C　　　N c／N

1．86

1．89

0．97

2．23

2．81

1．53

2．97

2．64

2．22

一5．11

0．17

0．20

0．22

0．15

0．29

0．16

0．22

0．30

0．23

0．58

10．9
9．4

4．4

14．8

9．7

9．6

13．5

8．8

9．6

8．8

C
粘

N
土

c／N

2．61

2．64

2．30

2．11

2．66

3．58

2．70

1．98

3．72

0．37

0．66

0．52

0．43

0．50

0．87

0．57

0．26

0．36

7．0

4．0

4．4

4．9

5．3

4．1

4．7

7．6

10．3
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第1表　（つづき）

試料番号

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

40

43

47

50

54

55

57

58

60

68

69

70

72

79

80

83

88

89

92

94

N102
N103
N107
N111
N113
N121
N127
N131
N137
N141
N145
N152
N158
N161
N163
N172
N176
N181
N186
N192
N197
N200
N201
N207
’N211
N213
N242
N246
N300

　　原　試　料

C　　　N C／N

2．72

3．73

1．36

2．98

4．02

3．10

2．61

4．94

4。81

3．02

2．14

2．26

2．24

2．67

2．42

3．37

4．15

1．29

3．07

2．54

2．18

1．92

2．19

3．01

2．80

1。74

2．80

2．67

4．34

3．14

3。75

4．49

2．10

2．39

3．07

3．24

3．07

5。03

3．37

3．27

5．22

3．65

3．81

2．56

2．17

2。40

3．37

2．75

2．10

0．34

0。46

0．07

0．39

0．45

0．35

0．26

0．53

0．33

0．26

0．20

0．22

0．36

0．30

0．29

0．39

0．48

0．12

0．27

0．24

0．25

0．18

0．24

0．33

0．31

0．15

0．31

0．29

0．55

0．30

0．42

0．52

0．22

0．26

0．35

0．41

0．34

0．69

0，34

0．39

0．76

0．48

0．47

0．26

0，19

0．22

0。33

0．25

0．19

8。1

8。1

18．6

10．4

8．8

8。8

10．0
9．4

14．5

11．5

10，9

10，0

6，2

9，0

8．3

8．6

8．7

10。6

11．4

10．8

8．6

11．0
9。0

9．0

9．1

11．6
9．1

9．1

7．9

10．6

8．9

8．6

9．7

9．1

8．8

7．9

9．2

7．3

9．9

8．4

6．8

7．6

8．1

9．7

11．3

10．7

10。2

11．1

11．0

　　シ　　ル

C　　　　N

ト

c／N

2．18

4．30

1。03

2．90

2．09

3．45

1．94

3．09

1．34

1．08

4．27

4．01

2。38

2．79

2．56

1．31

0．35

0．55

0．06

0．35
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両者に比べはるかに高く，平均値は原試料の2．7倍，シ

ルトの5．2倍である．中海では出現範囲はやや大きく，

平均値は両者の約2倍にとどまっている．

　水平分布を詳細にみると（第4図），宍道湖では斐伊川

河ロ　ー0．87％，玉造川河口沖一〇．88％，来待川河ロ

ー0．71％，湖底平原北縁一〇．85％等，河口および，水

深5m付近の湖底平原縁辺部が高い．これに対し，湖底

平原内部は0．40－0．69％と低下し，斐伊川河口沖から湖

底平原部への斜面および大橋川への斜面が最低値となっ

ている．中海では，1．O％以上の高含有量域は，湖南西

岸一1．13％および江島北西岸一LO5％の2水域で，こ

れに次いで高いのは，弓ケ浜半島中央部沿岸一〇．92％，

飯梨川河ローO．87％，意宇川河口沖一〇．85％等，河

口および河口沖と湖底への急斜面下である．一方，低含

有量域は，湖主部南部一帯0．26－0．30％，境水道入口付

近一〇．30％等である．

両湖を通じて一般的にいえることは，ばらつきが多

く，かつ，河口域ないし沿岸浅部の著しく高いのが特徴

で，シルトフラクシ・ン中の炭素含有量の河口域での高

さをはるかに越している．

原試料およびシルト・粘土フラクションの各水平分布

から考えられることは，窒素量を変化させる主体となっ

ているのは，窒素に富む粘土ではなく，むしろ，より粗

粒で窒素に乏しいシルトであろうということである．

4・窒素の分布上の特徴

以上に述べたことを要約すると，’第2表の通りであ

る．

次に窒素含有量と水深との関係をフラクション別に検

討してみる．

原試料の場合，宍道湖では水深増加に伴い含有量が漸

増し，正の直線的な相関関係が認められるが，中海の場

合には，大根島東岸から南東岸周辺域，大橋川・意宇川

河口から各河口沖の水域において，水深増加に伴う含有

量の増加が部分的に認められる程度である．

　シルトフラクションの場合・宍道湖では・分布幅が非

常に狭いので明確な関係は認められないが，水深の浅い

部分で低く，深い部分で高い傾向が見られる．中海で

は，江島北西岸，大根島・江島中間水道部分，大橋川河

口域，意宇川河口域，湖南岸沿岸および小湾入を例外と

して，窒素含有量と水深とはほぼ逆相関の関係を示し，

水深増加に伴い含有量が減少する傾向を示す．

　粘土フラクションについては，宍道湖ではン河口域と

湖底平原最深部および縁辺部の1地点（S77）を除けば，

水深と含有量とは直線的な正の相関関係を示し，水深増

働　　αOO一◎．璽9

嚇　　　O．20咽0．39

轡　　　α40一α59

⑪　　α60－O。79
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第3図　シルト

加に伴い含有量が大幅に増加して行く傾向が認められ

る．

　しかし，中海では相関性は全く認められない．

現世堆積物中の窒素含有量と粒度との関係は・炭素含

有量の場合と同様に，一般的には，堆積物が細粒である

ほど含有量が多いとされている（市原・黒田，1964）．ま

6一（436）



宍道湖・中海の堆積物中の窒素およびC／N比分布について（小野美代子・小野寺公児）
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フラクション中の窒素含有量（％）

た，TRASK（1932）は，ベーリソグ海西部の現世堆積物

中の窒素含有量が，シルト質粘土の0・158％を最高に，

細粒シルトO．142％，clay　muds　O．104％，粗粒シルト

0．076％，細粒砂0．055％，中粒砂0．031％と，粒度が

粗くなるに従って少なくなることを示した．この値を宍

道湖のシルト・粘土各フラクシ。ンの窒素含有量O．G6一

0．14％（平均0。11％），0，20－0，88％（平均0．57％）お

よび中海のシルト・粘土各フラクションの0．06－O．80％

（平均0．28％），0．26－L13％（平均0、58％）と比べる

と，全般的に両湖の方が著しく高い．そして，TRASK

のシルト質粘土の窒素含有量は粗粒シルトのそれの2・1

倍で，中海の粘土の窒素含有量がシルトのそれの2．1倍
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であるのと等しい．さらに，宍道湖では，粘土フラクシ

ョン中の窒素量はシルトフラクション中の窒素量の5．2

倍に達するが，例外としては，中海に，米子湾入部内の

0・6倍．水深6・10mの水域で0・9倍のように，いずれ

も還元環境下の水域でシルトフラクション中の含有量の

方が高い値を示す地点がある．

　この点を，粘土フラクション中の窒素量とシルトフラ

クション中の窒素量の比（N－cl／N－st）によってさらに検

討しよう．

　N－cl／N－stは，宍道湖2．8－14．5（平均5．9），中海

0。6－8・1（平均2。7）で，宍道湖の方力§圧倒的に高い．

これは，宍道湖のシルト中の窒素量の値が低いことと，

粘土中の値が高いことによる．

　N－cl／N－stの水平分布をみると，河口域が著しく高く，

斐伊川河口14。5，玉造川河口沖9．8で，これは上述の

ように，河口でのシルト中の低さと，粘土中での高さに

よるものである．中海でも，宍道湖ほどではないカ§，河

口または湖岸等は比較的高く（例えば，南岸一8。1，大

橋川河ロー5。1，意宇川河口沖一5．3，北岸一5．0等），

北岸（N－stO．06，N－clO．30で，N－c1も低いがN－st

が著しく低い）を除いては，すべてシルト中での低さ

と，粘土中での高さが共通した特徴となっている．

　以上のことは，河口および湖盆底の比較的酸化的な環

幽
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欝
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第4図　粘土

境下では，シルトサイズの有機物は分解しやすいのに対

して，粘土サイズの有機物は酸化条件に対して安定して

いることが大きな要因となっている可能性を示すものと

考えられる．

第2表翼窒素含有量分布の特徴

原 試 料

シルトフラクション

粘土フラクション

宍 道 湖

窒素含有量（平均）
　　（％）

0．10－0。34（0．20）

0．06－0，14（0．11）

0、20－0，88（0．57）

特 徴

低含有量．分布幅小
低含有域（河口域）
高含有域（湖底平原西
部）

低含有量．分布幅小
低含有域（全般，河口
域最低一湖底平原中間一
東端最高）

高含有量（原試料の
2。7倍，シルトの5．2
倍）．

分布幅大．

低含有域（斐伊川・大
橋川から湖底平原部へ
の斜面）

高含有域（河口域，湖
底平原縁辺部）

中 海

窒素含有量（平均）
　　（％）

0．07－0．76（0．33）

0．06－0．80（0．28）

0．26－1．13（0．58）

特 徴

やや低含有量．分布幅
大
低含有域（湖北方・河
口域）

高含有域（大根島東岸・

南岸・南西岸，米子湾
入部）

やや低含有量．分布幅
大

低含有域（境水道口最
低．河口付近，大根島
南東最深部）
高含有域（江島北西岸，

大根島・江島水道，米
子湾口部）

高含有量（原試料・シ
ルトの2倍）．
分布幅大．

低含有域（湖主部大根
島南方，境水道口）
高含有域（沿岸部一南
西岸，江島北西岸，弓
が浜半島中央部，河口
域）
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5・窒素量と炭素との関係

　炭素量の水平分布をみると（小野・小野寺，1976），両

湖とも大なり小なり湖底地形に対応した分布を示す．宍

道湖ではそれがとくに著しく，湖岸より湖央に向かって

炭素含有量も増加し，水深5mより深い湖底平原部で相

対的に高く，高含有域（2％以上）の分布は湖央より西

に偏った湖底平原部に限られている．中海の場合には，

2％以下の低含有域は大橋川河口および境水道口付近に

限られ，3％以上の高含有域は，北岸を除いた大根島沿

岸周辺と江島一大根島南東方向一飯梨川河口を結ぶ線以

東の水深7－8mの帯状の湖底最深部と米子湾である．

　一方，窒素量の水平分布はすでに述べたように，宍道

湖では湖底地形を反映し，中海では対応がやや弱く，大
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　第5図　炭素含有量と窒素含有量関係図
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第6図　シルト・粘土各フラクション中の炭素・窒素含有量関係図

根島南西等に水深の浅い割に窒素量が高い部分がある

が，この水域を除けば，窒素量分布は炭素量分布と調和

的であるといえる．

　窒素量と炭素量との関係は，BORDOVSKIY（1965）の

ベーリソグ海海底堆積物のような分散の少ない整った直

線的関係ではないが，一般にいわれているように，ほぼ

正の直線的相関関係を示している（第5図）．しかし，そ

の傾きは宍道湖河口域，中海河口域・宍道湖河口以外水

域，中海河口以外水域の順に減少して行く．この中で，

中海河口以外水域では，炭素量3，5％一窒素量O．4％以

上になると傾斜がさらに減少し，炭素増加量に対する窒

素増加量が大きくなる傾向が見える．この数値範囲に入

るのは大根島南東岸から南東方米子湾にかけての還元環

境下の水域であり，ここでは他水域より炭素以上に窒素

の保存率が高いことを示しているものと思われる．シル

トフラクションの場合には，宍道湖と中海の傾きの開き

は原試料に比べて大きい（第6図），これに対し，粘土フ

ラクションの場合には，両湖とも炭素量と窒素量との間

に相関性は全く認められない．

　以上の諸点をc／N比によって次に検討する．

　両湖の原試料のc／N比をみると（第1表，第7図），

宍道湖はその出現範囲7．2－18．2（23試料平均9．9）に

対し，中海は5・8－18．6（67試料平均9，6）である．両

湖を比較すると，分布幅は中海がやや大きい．平均値で

は宍道湖がやや高いが，両湖とも類似の値を示し・また

値の頻度分布は，8．0－9．9の範囲に宍道湖は23試料中

11試料（47，8％），中海は67試料中36試料（53．7％）

がそれぞれ集中している．

　C／N比の水平分布をみると，宍道湖では河口域のみ相

対的に高く，12．9以上を示すのに対し，その他水域は

7．2－9，8である．すなわち，斐伊川では河口から河口沖
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に向かって14。7ン12．9，18．2，12．9，玉造川河口沖13．4

等で，他水域より圧倒的に高い値を示す．低い水域は湖

東の湖底平原一7・2，湖底平原北縁一7．3，湖底平原西

端一7。4等である．中海についてみると，飯梨川河ロ

ー11。4，10．7，伯太川河ロー11．1，11．5，新加茂川河ロ

ー14。5（米子湾内），意宇川河口沖一11．6，大橋川河ロ

ー11。0ン境水道入ロー10．6等，河口および河口域がいず

れも高い値を示す点は宍道湖と同様だが，この他にも北

部沿岸一18．6，大根島北岸一10，4．大根島北方一11。3，

1LO，大根島南方の湖主部一1L4，米子湾内沿岸一10．6

等沿岸域で高い値を示している．一方，c／N比の低い

水域は，大根島東部沿岸一6．8，同南部沿岸一7．3，同

南西部沿岸一7・9，湖主部南方一7・9，湖主部南岸一5．8，

米子湾口付近一7．6等，ほとんどが還元環境域である．

その他の水域は8－9台が広く分布している．

　原試料中のc／N比水平分布の特徴は，1）両湖とも

8・0－9．9の分布域が広いこと，2）河口域が高い（宍道

湖で12．9－18．27中海で10．6－18．6）ことと，その他水

域が低い（両湖とも10以下）ことで，この特徴は宍道

湖により顕著に示される．3）特に低い水域が，宍道湖

では湖底平原西端，中海では大根島南・南東沿岸域に認

められることである．

　一般的に海洋底質のC／N値として平均10．0（TRASK，

1955）があるが，様々な海洋の平均値として7．1

（BADER66α1．），バレンツ海7．0（陸棚部分4．3－12．7）

（STEvENsoN）ン同じくバルト海9．1（GRIPPENBERG），モ

トフスキー湾7．2（GoRsHKovA），バルト海9．1，ボ

トニア湾北部1L5（GRIPPENBERG），そして北部カ

スピ海29．8－40．1（KLENOvA）等の値が示されている

（BORDOvSKIY，19651こよる）．また，大嶋（1966）は，

北海道有珠湾の底質のc／N比を有機炭素量との関連性

から，有機炭素量1％以上一≒10，2％以上一＞12，干潟域

で底棲動物棲息域一＜6，底質表層摂餌動物群集帯一3－7

の値を示している．

　上記の値に比べると，両湖とも平均値ではTRASKの

海洋底質の平均値および有珠湾の有機炭素量1％以上水

域の値に近い．

　シルトフラクション中のCIN比は，宍道湖では4．6－

20．0（13試料平均1L8）に対し，中海では3。9－37。5（26

試料平均10。6）である（第1表）．シルトフラクシ。

ン中のC／N比水平分布の特徴は，宍道湖では斐伊川河

口沖20。0と湖東端4．6の2測点を除いては変化量が少

なく，河口域も湖底平原部もすべて10．2－13，4に分布

し・地域的特徴がほとんどないことである．一方・中海

ではこれとは対照的に，湖内変動量が原試料・粘土に比

べ最高を示し，飯梨川河口付近の小湾入37，5，湖北部沿

岸小湾入17．2，湖南西沿岸14．9等沿岸部と，米子湾口

14・8の数測点が高く，逆に江島北西岸3．9，大根島北

方4，4が極端に低いほかは，湖大部分が6．2－11．2の間

に分布する（第8図）．

　粘土フラクション中のc／N比は，宍道湖では2。4－

13。7（12試料平均5．5），中海では2．7－1L3（26試料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境
　　　　　　　　　　　　　　　　　　」，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美
　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍欝も

　　　　。　　5　1。km　　　伽　　鍵檀
　湖一一一一一一　 中フ母
中のc／N比
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平均5．9）である．粘土フラクション中のC／N比水平

分布の特徴は，両湖とも1，2測点（宍道湖では斐伊川

河口沖の13．7，9．5，中海では北部沿岸1L3，米子湾

入部の小湾入10．3）を除いて，ほとんど全域が低い値

（宍道湖2．4－4。5，中海2、7－9．3）で占められていること

である（第9図）．

　ところで，c／N比の水平分布を支配する一つの因子

として根源有機物が考えられる．

　小山ほか（1967）は，木崎湖でプランクトン5．7，水

深25．5－28．5mに沈降した生物砕屑物10・7の値を示

し，BoRDovsKIY（1965）によれ1ま，MoHAMED（1948）

は，北部紅海で，陸岸からの影響のない海底浮遊堆積物

のc／N比は，プランクトンのc／N比を反映し，これに

一致すると指摘した．浜口ほか（1953）は，駿河湾に搬

入される陸上植物および海洋生物のC／N比を検討し，

海棲動物および混合プラソクトン2。8－4。1（平均3．4），

陸上植物12．3－28．9（平均19．2），海藻類14。5－26，9（平

均19．7）の値を示した．また，SKOPINTSEV（1960）は，

腐植物質の化学組成の特徴を検討し，土壌起源15以上，

淡水プランクトン起源6－12，海洋プランクトン起源10

以下の各値を示した．さらにBoRDovsKIY（1965）は，

植物プランクトン5．9，動物プランクトン6．3，バクテ

リア≒5とそれぞれのc／N比を出している．

　BORDOvSKIY（1965）は，有機物は堆積過程での変質

によってc／N比に影響を与えられてはいるが，幅広く

変化するc／N比の値の中で，個々の有機体のグループ

としてはほぼ一定しているので，C／N比から根源有機

物を推測することができるとしている．

　宍道湖・中海のc／N比の値を河口・沿岸域とその他

の水域とに分けて考えると，河口・沿岸域では宍道湖11

以上，中海10以上，その他水域では両湖とも10以下

を示す．これを前記の値と比べると，河口・沿岸域の値は

陸上植物の下限に近く，その他水域の値はSKOPINTSEV

（1960）の淡水プラソクトン6－12，海洋プランクトン10

以下にほぼ一致する．以上のことから，両湖のC／N比

を左右しているものの一つに根源有機物の相違が考えら

れ，河口・沿岸域でのC／N比の高さに対しては，供給

される陸源性の窒素量に乏しい植物起源の有機物による

影響が，その他水域での低さに対しては・窒素量に富む

プランクトソの影響がそれぞれ考えられる．

　なお，フラクシ・ン別のc／N比を検討すると，シル

トフラクションのc／N比はン宍道湖では東端に近い1

点を除いて，河口域・湖底平原部いずれも10．2以上を示

し，地域的特徴がほとんどなく，一方，中海では，これ

と対照的に湖内変動量が大きく，沿岸部で14．8－37．5の
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第9図　粘土

値がみられるが，その他では大半が10以下である（第

8図）．

　一方，粘土フラクションのC／N比が10以上である

のは，宍道湖の斐伊川河口沖，中海の沿岸域の計3測点

に限られ，他の測点については，宍道湖で2．4－8．9，中

海で2．7－9．3の範囲にある（第9図）．

　上述のようなフラクション別のC／N比分布から・シ
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ルトフラクシ・ン中のC／N比を支配しているのは，陸

源性の植物起源の有機物，粘土フラクション中のC／N

比を支配しているのは，主に湖内で生産されるプランク

トンであろうと考えられる．また，シルトフラクション

中のCIN比が宍道湖では全般に高く，中海では沿岸域

でのみ高くなっている原因は，望月・中尾（1972）が示

唆している両湖のプランクトン組成の差異，および，河

川から運ばれてくる植物起源の有機物の拡散範囲の差異

であろうと考えられる．

6。ま　と　め

宍道湖・中海の泥質堆積物中の窒素・C／N比分布な

らびに・それと堆積物の粒度との関連性を検討した．そ

の結果を要約すると次の通りである．
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　1）窒素含有量は，炭素含有量での特徴と全く同様に，

宍道湖は相対的に低く，分布は単純で湖内での地域差も

少ないのに対し，中海は高含有量，複雑な分布を示し，

湖内での地域差も大きく，一水域内の窒素含有量として

は非常に幅広い出現範囲を示す．

　2）窒素含有量と粒度との関係は，一般的には細粒ほ

ど含有量が多く，粘土フラクシ・ン中の含有量は，シル

トフラクシ・ン中のそれの宍道湖は約5倍，中海は約2

倍を示す．

　3）　フラクション別にみた窒素含有量の分布状態と，

N－cl／N－st比の分布状態とは，河口および湖盆底の比較

的酸化的な環境下では，他の環境下に比べて有機物分解

の速度がより大きいことに起因するものと思われ，その

具体的な機構として，シルトフラクション中の有機物は

酸化的環境下では分解しやすいのに対して，粘土フラク

ショソ中の有機物は安定していることが考えられる．

　4）窒素含有量と炭素含有量の関係は，原試料および

シルトフラクション中では，正の相関関係を示すが，粘

土フラクション中では何の相関性も示さない．

　5）原試料のC／N比は，両湖とも，出現範囲・平均

値いずれもほぼ等しいが，宍道湖は6．0－9．9に，中海は

8．0－11．0に集中している．C／N比分布の特徴として

は，8．0－9．9の分布域が広範囲に及んでいること，およ

び，河口域が圧倒的に高い（宍道湖12。9－！8。2，中海

10．6－18．6）のに対し，その他水域は低い（宍道湖7，0－

9．9，中海8．O－9．9）点である．両湖のC／N比分布を

左右するものの一つに根源有機物の相違が考えられ・河

口域での高さに対しては窒素量の少ない陸源性植物，そ

の他水域での低さに対しては，窒素量に富むプランクト

ンのそれぞれ影響が考えられる．
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